
総合計画策定基本方針（目的等）について
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１．総合計画の意義・目的

目標

総合計画

 地方自治体が総合的かつ計画的な行政運営を行っていくための基本となる計画です

 めざすべき将来像やその実現のために必要な施策など、自治体が関わる様々な分野について記載されています

 行政の活動に関しては住民、企業、各種団体などステークホルダーが多数いる中で、皆が一つの目標に向かって
歩んでいくための指針としての役割を果たしています
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２．総合計画の基本構造と位置づけ

基本構想

10年間

基本計画

前期後期各5年間

実施計画

2年間（毎年見直し）

 自治体の進むべき方向性を定めるもので、理念や将来像など普遍的な考えを示したもの

 基本構想にもとづく具体的な施策を示したもの

 基本計画で定められた施策を事務事業として明らかにし、また、目標の達成状況を把握するもの

普遍的

具体的

まちづくりの基本理念 将来都市像 土地利用構想

まちづくりの基本目標 施策の大綱

分野別の計画（施策項目ごとに現状と課題、基本方針、個別施策、指標を整理）

（現基本構想の内容）

（現基本構想の内容）

基本計画を実効するための具体的な事業

（現実施計画の内容）

田園環境都市おやまビジョン

30年間
※R6策定予定

 小山市を将来にわたり持続可能なゆとりと潤いのあるまちとして発展させ、全ての市民が快適に

暮らし、住みやすい、住み続けたいと感じられるウェルビーイングが実現できるまちづくりを進めてるた
めのビジョン

総合計画
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３．基本的な考え方

方針

30年後の小山市のあるべき姿を描く「田園環境都市おやまビジョン」の方向性を踏まえ、カーボンニ
ュートラルやネイチャーポジティブ、SDGsを推進するとともに、本市の主要な計画である総合戦略と国

土強靭化地域計画を一体的なものとして策定します。

未来の小山を創る視点からの

包括的かつ先導的な計画づくり

市民の意見を計画に反映し、かつ、市民と行政がともにまちづくりの指針として共有し、市職員が
個別計画や事業を企画する段階においても指針として常に意識する計画とします。

市民と行政による協働の

まちづくりの推進

人口減少の影響を踏まえた将来の人口動向等を十分に想定し、施策の実現性や事業の実効性

を確保するために、各種個別計画との関係性を明確にした上で、今後の社会動向の変化にも対
応できる計画とします。

めまぐるしく変化する社会動向に

対応できる計画づくり

効率的・効果的な市政運営を図る観点から、重点課題を見定めその解決への道筋を明らかにす

るとともに、適正な成果指標を設定することで、実効的な効果検証による進行管理を行うなど戦
略的行政経営の視点を持つ計画とします。

戦略的で実効性のある計画づくり

小山市の現状分析及び他自治体との比較による分析に加え、現計画等に関する十分な検証・

分析を行い、小山市の施策の現状・達成度・課題について評価した結果を根拠として反映させた
計画とします。

根拠に基づく計画づくり
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各種会議体の進め方について
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次期総合計画策定に向けた会議体の構成と役割

懇話会

市民会議

委員会

（部長級）

幹事会

（課長・次長級）

ワーキング

グループ

主に部長級職員で構成し、基本構想や
基本計画に関する協議を行う。

主に課長・次長級職員で構成し委員会を
補佐する。

市の職員で構成し幹事会を補佐する。

議員や関係団体代表者、学識経験者、

市民で構成し、基本構想や基本計画に
関する協議を行う。

市民で構成し、特定の成果物の作成を目

的とせず、ワークショップ形式で市民意見
を吸い上げる。

庁内 庁外

連動開催

計画の内容について議論する場

計画を策定するために必要な

住民意見を出してもらう場

 庁内においては、総合計画の検討を行う最上位の会議体として委員会を設置し、補完するものとして幹事会、ワーキンググループを設置します。

 幹事会、ワーキンググループはより詳細な協議が必要となる場合に開催します。

 庁外については懇話会と市民会議を設置します。

 懇話会は計画の内容について外部の視点で検討を行う機関であり、原則委員会と連動して開催します。

 市民会議は、総合計画を策定するために必要な住民意見を得るために実施します



© 2024. For information, contact Deloitte Tohmatsu Group.7

次期総合計画の主要項目と各会議体の関わり方

主要項目

会議体

基本構想の主要項目 基本計画の主要項目

理念 将来都市像 基本目標（政策） 施策体系 施策

懇話会（庁外） 協議 協議 協議 協議 協議

委員会（庁内） 協議 協議 協議 協議 協議

幹事会（庁内） 情報共有 情報共有 情報共有 協議 協議

ワーキンググループ（庁内） 情報共有 情報共有 情報共有 情報共有 ドラフト作成

事務局 ドラフト作成 ドラフト作成 ドラフト作成 ドラフト作成 ドラフト作成支援

市民会議（庁外）

「市の好きなところ」や「市の望む姿」など抽象度が高いテーマで市民WSを
行い、理念や将来都市像、基本目標の検討の際のヒントとする（全3
回）

やや具体的なテーマ（少子化、災害、環境な
ど）を設定し市民WSを実施し、施策検討のヒ
ントとする（全3回）

 基本構想においては「理念」「将来都市像」「基本目標（政策）」、基本計画においては「施策体系」「施策」等の項目を主に掲載していきます。

 以下の図のとおり、項目の内容に応じて会議体の関わり方を変えながら、協議をしていきます。

 なお、市民会議については、計画の内容について議論する場ではなく、計画を策定するためのヒントとなる意見を吸い上げる場として活用することとし、
基本構想と基本計画のそれぞれの策定フェーズにおいて適したテーマを設定しワークショップを実施します。

※主要項目はあくまでも現段階の想定です



© 2024. For information, contact Deloitte Tohmatsu Group.8

基本構想策定に係る各会議体スケジュール及び各回のアジェンダ案

第１回 第２回 第３回

パ
ブ
コ
メ(

１
月)

第4回

懇話会

 8月8日
 総合計画策定基本方針共
有

 スケジュール共有

 各種会議体の位置づけ共有

 各種調査結果共有

（強み・弱み、社会トレンド）

 10月下旬
 基本構想骨子協議

 人口推計報告

 高校生大学生アンケート報告

 現行計画検証結果報告

 市民会議結果報告

 1月中旬
 基本構想素案（パブコメ
案）協議

 3月中旬
 基本構想案（パブコメ結
果）協議

委員会

 7月23日
 総合計画策定基本方針共
有

 スケジュール共有

 各種会議体の位置づけ共有

 各種調査結果共有

（強み・弱み、社会トレンド）

※委員会・幹事会同時開催

 10月上旬
 基本構想骨子協議

 人口推計報告

 高校生大学生アンケート報告

 現行計画検証結果報告

 市民会議結果報告

 12月中旬～下旬
 基本構想素案（パブコメ
案）協議

 ３月上旬

 基本構想案（パブコメ結
果）協議

幹事会

 10月上旬
 基本構想骨子報告

 人口推計報告

 高校生大学生アンケート報告

 現行計画検証結果報告

 市民会議結果報告

 12月中旬～下旬
 基本構想素案（パブコメ
案）報告

 ３月上旬

 基本構想案（パブコメ結
果）報告

ワーキング

グループ
※適宜情報共有 ※適宜情報共有 ※適宜情報共有 ※適宜情報共有


